
 

 

 

 

 

 
 

巻頭言「M2T の発想で、ソサイエティ、学

会の活動を考えてみる」 

エレクトロニクスソサイエティ副会長(編集出版担当) 

益 一哉 (東京工業大学) 

エレクトロニクスソサイ

エティでは、昨年度より「企

画会議」、「編集出版会議」、

「研究技術会議」の 3 つ会議

を中心に活動を行っており

ます。エレソには「紙」ベー

スの和文及び英文論文誌、さ

らに「電子版」である ELEX があります。編集出版

会議では、定常的な出版に係わる議論と、各論文誌の

性格付けを常に明確にし、学会員をはじめ内外へのこ

の分野の情報発信、交換の任を担っております。 

通常の編集活動についてひとつお願いしたいこと

があります。何回かの論文発表をされると、査読者

という立場になるかと思います。良い論文を書くた

めに訓練が必要であると同じように、良い査読をす

るためにはやはり訓練が必要です。春、秋の学会の

際にはよい査読をするための講演会、講習会を開催

しております。是非とも参加いただき、すぐれた成

果を正しくかわかりやすく発信できるようにご協力

していただければと思います。 

さて、最近ソサイエティ毎の独立採算を求められ

ております。ELEX は初代の神谷委員長を始め多く

の方々の献身的なご努力により論文数は着実に増え、

投稿される分野も拡大しつつあります。しかし、未

だに如何に収入を得て継続発展してゆくのかという

ことが明確になっておりません。マーケティング的

には新規試みであり、市場（読者）拡大が望まれる

とはいえ、収支の目処が立っていない事業を始めた

ことは大きな賭でありました。なお、ELEX が立ち

上がる当時、私は英文誌編集委員長を務めており、

この賭は行うべきと判断させていただいた立場です。

キックオフに成功したからこそ、次のステップを真

剣に考えるべき時期であり、編集出版会議を中心に

ソサイエティの他の論文誌のあり方も含めて議論す

べきだと思っております。 

具体的に今後を考えるにあたり、どのような視点

をもって考えるべきかについてひとつ指摘させてい

ただきます。学会の目的は学会定款第 5 条によれば、

「本会は，電子工学および情報通信に関する学問，

技術の調査，研究および知識の交換を行い，もって

学問，技術および関連事業の振興に寄与することを

目的とする。」とあります。これを大目標として、

具体的な執行、遂行においてはそれぞれのレベルで

Goal や Success Criteria を設定し、持っている技術（学

会活動の場合は Human Resource か？）を元に、
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Marketing（市場調査・開拓・創出）を行い Management

することになるかと思います（下図参照）。 

Technology

Management Marketing

Goal and/or Success Criteria

Management and Marketing of Technology “M2T” to the Goal  
私事で恐縮でありますが、興味があったり、おも

しろいと思うと何でもかんでもやってしまう癖があ

り、恥ずかしいことですが破綻することが多くあり

ます。本来何事かを始めるときには、ある時点毎の

Goal や Success Criteria を決めないといけない。ひょ

っとすると学会活動は、良いことでは何でもやろう

と云う状態に陥ってないでしょうか？ 

「独立採算の Goal は？」、あるいは「それぞれの

学術雑誌の短・中・長期的 Success Criteria は？」と

いうことをまず決めないと、議論先送り、実行も先

送りとなり、何も改善しないという事態にならぬよ

う、少しでもお役に立てればと思っております。 

著者略歴： 
昭 50 神戸高専電気卒．昭 52 東工大電子物理卒．昭 57 同
大学院博士課程修了．工博．同年東北大学電気通信研究所

助手．平 5 同助教授．平 13 東京工業大学精密工学研究所

教授．平 17 同大学統合研究院教授，現在に至る．平 16
年度エレクトロニクスソサイエティ賞受賞． 

 
「ELEX のさらなる飛躍をめざして」 

ELEX 編集委員長               

小林 功郎（東京工業大学） 

神谷武志初代 ELEX 編

集長のあとをついで、

ELEX の編集長に就任い

たしました。新しい時代

の新しい形のレター論文

誌 ELEX の発展に微力な

がら力を尽くしたいと考

えています。 

 ご承知のように、エレクトロニクスソサイエティ

の会員減少に歯止めがかからない状況が続いていま

す１）。これは急に始まったことではなく、10 年来の

懸案事項です。2002 年 5 月にエレクトロニクスソサ

エティの会長に就任したとき、会員減少傾向がなか

なか止まらないことに、大きな危機感を持ちました。

会員にとって魅力ある学会／ソサイエティとは？ 

会員になりたくなる吸引力とは？ といろいろ考え

ました。そのときの結論は、即効性のある手段はあ

りそうにない。ソサイエティの重要な役割に真正面

から取り組もう！ というものでした。ソサイエティ

の重要な役割のひとつを情報発信・情報交流の場の

提供にあると考えました。そして、その中心に“魅

力ある論文誌”の発行を位置づけました。もちろん、

この時までにすでに、それまでの長い学会の歴史の

中で、多くの方々の膨大なエネルギーの集積により、

和英論文誌の発行が着実に行われてきていました。

これらをさらに魅力あるものにするにはどうしたら

よいか？ このとき、頭に浮かんだ論文誌は IEE 発

行の Electronics Letter でした。20 年くらいも前の現

役で研究開発をしていた時期、図書館で着いたばか

りの Electronics Letter 誌をどきどきしながらページ

をめくったことを思い出しました。この学術誌には、

皆が競って投稿し、先を争って読むという雰囲気が

ありました。その秘密は、質の高い論文が、すばや

く発行される点にあるのではないか、と思われまし

た。 

 われわれのソサイエティでもぜひこのような皆が

どんどん投稿したくなるような論文誌を発行したい

と考えました。といっても、質の高い論文がすぐに

集まってくるような妙案は無いように思われました。

とすれば、まずは“速さ”で勝負しよう、つまり投

稿するとすばやく発行される論文誌を作ろう、質は

その後で付いてくる、あるいは付いてくるようにし

たい、とやや楽観的に考えました。速さ最優先から

直感的にレター論文誌と決め、編集理事時代に経験

した論文誌発行の時間やコスト構造などから、紙の

発行をしない純電子的な論文誌という枠組みを勝手

に想定しました。紙ゆえの一覧容易性の利点、紙ゆ

えの証拠の確かさなどに相反するものという不安は



ありましたが、まずは“速さ”のみに目を向けるこ

とにしました。 

当時の次期ソサイエティ会長の井筒雅之氏にタス

クフォースを組織して実現のための具体的な検討を

お願いしました。氏のリーダシップの下、重川直輝

氏や辻伸二氏をはじめ、多くの方々の創意工夫と大

変な苦労と熱意とにより、証拠能力の確保、論文投

稿規程の制定、論文査読プロセスの確立、ELEX と

いうネーミング、など、さまざまな問題点が克服さ

れました。幸い、学会本部の理解も得られ、神谷武

志初代編集長のもとで 2004 年から、電子情報通信学

会としては初の純電子版レター論文誌の刊行が開始

されたのはご承知のとおりです。以来、4 年目を迎

え、最短 10 日、平均でも 50 日という世界最速の査

読・発行プロセスの確立、さらには、著者掲載料課

金の開始や、インパクトファクター公表へのアクセ

スなど２）、着実に成長を遂げつつあることは、神谷

編集長をはじめ、編集幹事・委員、査読委員、およ

び事務局の皆さんの多大かつ継続的な努力の賜物と

思います。 

 何も無いところから現在の ELEX を立ち上げられ

た関係の皆様のご努力に深く感謝しつつ、さらなる

成長のプロセスへ入っていかなければならないと心

を引き締めております。カラーや動画が可能、検索

容易などの純電子版の利点をおおいに享受するとと

もに、紙版の持つ捨てがたい魅力に少しでも迫りた

いと思います。論文誌が着いたときぱらぱらめくる

感触は重要です。すでに実行されている最新目次の

配信サービス（電子メールによる目次アラート配信

サービス）などもぜひ普及を加速していきたい。

ELEX は、いよいよ速さを基礎に、質の向上へと向

かう時期と思います。それらを、ポジティブスパイ

ラル２）に乗せることが最大の使命と思います。その

きっかけを作るのに、ソサイエティの皆様のご支援、

ご協力をぜひお願いしたいと思います。毎年多数の

論文を英語で発表されておられる皆様に、その一部

をぜひ ELEX へ投稿していただきたく、この場をお

借りしてあつかましくお願いいたします。 

1) 宇佐見正士,“エレソ独立採算化における活性化の取

り組み,”エレソ News Letter, No. 130, Oct. 2007. 
2) 神谷武志,“電子ジャーナル ELEX による情報の発信

と流通,”エレソ News Letter, No. 129, July 2007. 

著者略歴： 

1970 年 東京工業大学大学院理工学研究科修士課程修了，

同年日本電気株式会社入社，半導体レーザの研究開発，実

用化に従事，1991 年 光エレクトロニクス研究所長，1998
年 基礎研究所長，2000 年 支配人，2002 年 東京工業大学

精密工学研究所教授． 
IEEE/LEOS Fellow，電子情報通信学会および応用物理学

会フェロー．工学博士． 

 
新フェロー寄稿   

「プラトニック エンジニアリング」 

        荒木 純道 (東京工業大学) 
 今回、電子情報通信学

会よりフェローの称号

を賜りましたことは、小

生にとりましてこの上

ない喜びでございます。

これを機会にさらに研

究教育に精進していき

たいと考えております。 

ところで小生はとても浮気者で（研究に関してだ

けです、念のため！）マイクロ波回路やマイクロ波

非相反デバイス、それに関連した電磁界解析の研究

を 20 歳代に始めましたが、30 歳代では全くマイク

ロ波とは関係なさそうな符号理論に首を突っ込み、

さらに 40 歳代になると暗号理論に夢中になり、そし

て 50 歳代ごろからは MIMO 通信やソフトウエア無

線という近未来の無線通信分野で飯を食うという有

様です。「電磁波回路理論、電磁波解析理論および無

線機構成への貢献」という今回の受章理由は、いみ

じくも小生の螺旋運動的な研究遍歴を的確に捉えて

くれています。どなたが受賞理由を考えて下さった

のか分かりませんが、改めて感謝申し上げます。 

さて浮気者の小生がずっと心に秘めてきた想いを

少しだけここで紹介したいと思います。（…永遠とい

うさだかな想いを心の波間に浮かべていたい… 確

か大宅歩の詩の１節にそんなフレーズがあったかと

思いますが、そのような気持です） 



よく知られているように、物の個数は、1，2，3，

…と始まって有限個から無限個に進んでいきますが、

無限個の世界にもハッキリした階層があります。つ

まり、可算無限個から非可算無限個へ、さらにはそ

れらの冪（べき）集合の濃度に相当する個数へと展

開していきます。 

では我々がしばしば研究対象にする電磁界の自由

度は、どの程度の個数に相当するのでしょうか？ そ

れは対象としている領域の大きさや境界面の大きさ

に依ります。例えば、有限断面積の導波管からの放

射電磁界を議論する時には、可算無限個の自由度が

必要です。一方、非可算無限個の自由度を必要とし

ている例は無限大の広さの界面からの放射問題など

です。可算無限個の自由度を有する電磁界は級数展

開され、非可算無限個の自由度を有する電磁界は積

分表示となることを思い起こして下さればよいと思

います。 

そのような文脈で捉えると、電磁波回路理論とい

うものはもともと（非）可算無限個の自由度（複雑

さ）を持ってしまう電磁界というものを、何とか有

限個の自由度だけで本質的性質を抽出し、その機能

（例えば、周波数特性など）を解析設計できる段階

に持ち込もうとする試みとして理解することが妥当

と思います。 

このようにして、電磁界の応答・からくりを回路

網的視点で捉えることができると、我々は電磁界現

象をより深く理解できるようになります。そして、

その重要な視点の一つが、「回路不変量」という考え

です。丁度、プラトンはイデアというものを説明す

る際に、蠟燭に照らされ壁に浮き上がった物の影を

用いました。蠟燭の位置や壁の形状で影の形は千変

万化しますが、蠟燭に照らされたもともとの物は同

じものです。このようにたまたま一つの回路特性と

して実現しているものの中に本質的な部分（イデア）

は何であるのか探ろうとする考えが「回路不変量」

というものです。こうした考え方でデバイスや回路

の特性を把握しておくことは電磁波回路ではしばし

ば行われてきました。 

そこで、表題の「プラトニック・エンジニアリン

グ」ですが、一見すると様々な様相を見せる電磁波

回路において、その中により本質的なパラメタ、特

性を見出していこうとする視点はこれからも重要で

あると信じていますし、電磁波回路に限らずより普

遍性を持った回路システムに対するアプローチだと

思います。プラトンにとってのイデアと同じく、電

磁波回路の「イデア」をこれからも探し求めていこ

うと思っています。 

著者略歴： 
1978 年 東工大博士課程（電子物理）修了，工学博士. 
1978-1985 年 東工大助手，1985-1995 年 埼玉大助教授，

1995 年-現在 東工大教授．1979-1980 年 テキサス州立大

研究員，1993-1994 年 イリノイ州立大客員助教授． 
1979 年 電子通信学会学術奨励賞．1994 年 1996 年 2006
年 電気通信普及財団テレコムシステム技術賞．2005 年 
電子情報通信学会論文賞． 
マイクロ波回路，電磁界解析，回路網理論，符号理論，暗

号理論，無線通信などの研究に従事．電子情報通信学会，

情報処理学会，電気学会，IEEE などの会員． 

 
新フェロー寄稿  

「独創性と創造性」 

         上田 大助 (松下電器) 
 「金槌しか持たない人間

には全ての問題が釘に見え

る」という言葉がある。こ

れは問題を多様に見ること

の大事さを述べたものであ

る。様々な分野に知識を持

ち、広い視野を持つことが

肝要であるとの意である。

振り返ってみると、これは必ずしも独創的な研究を

行うこととは関係がないように思う。寧ろ金槌しか

持たない人間が独創性を発揮することも多いのであ

る。昔から独創的な研究は個人が若い時に為された

ものが多い。若い時は金槌しか持たないから何でも

釘と思って我武者羅に取り組んだ結果が（多くの場

合は失敗に終わったであろうが）後日そういう形で

評価されたということではないかと推察される。 

太古から人類の DNA には若い時期には無謀なこ

とを行わせるようなメカニズムが存在するらしい。

生き残った者も少なかっただろうが、そのような少



数が人類の進歩を支えてきた。金槌しか持たない人

間の勝利である。 

研究者も歳月を重ねると否応なく道具を多く備え

てくる。すると何が何でも金槌で叩こうとは考えず、

スマートに答えを出せるようになる。こうなるとあ

まり独創的とは言われなくなるのである。 

ここで「独創性」と「創造性」という技術者にと

って関心の深い言葉について考えてみたい。日本で

はこの２つの言葉は何か特異に価値がある能力とし

て区別されずに漠然と使用されている。英語で言え

ば Originality と Creativity であり、その意味が異なる

ことが理解される。画家や作家などの芸術家は年を

重ねるに従い、より創造的な仕事を行っている例が

多く見られる。多くの試行・経験を経て、円熟した

と評されるに至る。これは独創的ではなく創造的と

呼ばれるものだ。金槌のみしか持たないレベルを越

えた新たな段階である。 

技術屋にも多方面に年齢を感じさせない創造的な

方々がいる。そのような方々と接して感じるのは新

しい事への尽きない好奇心と柔軟性である。このよ

うに独創性と創造性は異なるものである。であれば、

シニアともなると「俺の独創性の時代は過ぎたのか

もしれない。これからは創造性でやっていこう」と

転換を図ることもできるのである。 

今回、過去の半導体デバイスの研究分野の業績に

対し栄誉あるフェローの称号を戴き、金槌以外の道

具を与えて頂いた大学の先生方や松下電器の関係者

に深く感謝申し上げたい。 

現在、私の属する半導体分野は海外との競争から

低迷状況にあるように見られる。しかし半導体がシ

ステムそのものを律するようになった現在ではその

重要性は益々高くなったと言える。今後は、若手研

究者の育成は言うに及ばず、自らも新しい領域にお

いて創造的に取り組むことでフェローの役割を果た

して行きたい。 

著者略歴： 
1979 年 九州工業大学電子工学科修士，同年 松下電器産

業㈱入社，半導体デバイスの研究開発に従事，1987 年 大
阪大学工博（論文），1987-1988 スタンフォード大学

Visiting Scholar．現在，同社（半導体社）半導体デバイス

研究センター所長．シリコンパワー半導体，高周波化合物

プロセス・デバイス，窒化物パワーデバイスの研究開発に

従事． 
著書「高周波・光半導体デバイス」，1996 年 大河内記念

技術賞代表，2001 年 大河内生産賞．現在，名古屋工業大

学客員教授． 

 
「若手研究者の積極的な参加を期待」 

光エレクトロニクス研究専門委員会 委員長    

小山 二三夫 （東京工業大学精密工学研究所） 

 昨年から光エレクト

ロニクス研究専門委員

会の運営に携わってお

ります．電子情報通信学

会には，大学４年で学生

会員になってからお世

話になっておりますの

で，早いもので四半世紀にもなります． 

 最近，本会の会員数減少が問題になっております．

これから少子高齢化の波もやってきますし，欧米の

学会との熾烈な競争もあり，大きな問題かもしれま

せん．学会としては，いかに魅力的なサービスを会

員に供与できるかが求められます． 

 全国大会（総合大会，ソサイエティ大会）と研究

会は，最新の成果を発表し，分野全体の発展に大き

く貢献してきたものと思います．特に光エレクトロ

ニクスの分野では，本学会と応用物理学会の全国大

会は，分野の発展，実質的な産学連携育成の意味で

大きな役割を果たしてきたものと思います．会員へ

の利便性を高めつつ魅力的な大会つくりが求められ

るとともに，若手研究者の積極的な参加を促進する

取り組みも求められます． 

 光エレクトロニクス研究会では，次代を担う若い

学生諸君の研究を奨励するため，平成 18 年度より 

「学生優秀研究賞」を新設しました．毎年 4 月〜翌

年 2 月の研究会への投稿論文を対象に選考し，翌年

5 月の OPE 研究会にて立派な硝子の楯とともに表彰

します．今年の 5 月には最初の 3 件の学生優秀研究

賞を贈呈しました．また，エレクトロニクスソサイ

エティでも，総合大会，ソサイエティ大会の発表に



対して，学生奨励賞が今年から新設されました．こ

のような事業は，学生諸君を元気づける上でたいへ

ん有意義と考えています． 

 今年の夏に中国北京で開催されましたフォトニク

スに関するサマースクールに参加しました．70 名く

らいの大学院博士課程の学生が世界各国から参加し，

著名な研究者の招待講演に加え，自らの研究をポス

ター講演で発表するプログラム内容でした．中国の

学生さんは，英語は必ずしも流暢とは言えませんが

たいへん積極的に質問するなど，日本勢はやや圧倒

されていた感もあり，10 年先に我が国は中国に勝て

るかどうか，やや心配になったところもあります． 

 最近は国際会議も多数国内で開催されるようにな

りましたが，我が国の次代を担う若手研究者の方々

には，ぜひ本会で開催される全国大会や研究会の場

を積極的に活用し，”他流試合”を通して自らの研究

を深く掘り下げるだけでなく，広い分野の知識を獲

得するとともに，人的なネットワーク作りに役立て

て頂くことを祈念する次第です． 

著者略歴： 
昭 55 東工大・電気電子卒．昭 60 同大大学院博士課程了．

同年 同精密工学研究所助手，昭 63 年 同助教授．平 12 同
マイクロシステム研究センター教授．動的単一モードレー

ザ，面発光レーザ，半導体光集積回路などの研究に従事． 
平 2 本会篠原賞，論文賞受賞．平 10 丸文学術賞，応用物

理学会会誌賞，平 16 市村学術賞，平 17 本会エレクトロ

ニクスソサイエティ賞，平 19 本会論文賞，文部科学大臣

表彰科学技術賞など受賞．  

 
「超伝導エレクトロニクスの技術動向」 

超伝導エレクトロニクス研究専門委員会 委員長  

田辺 圭一 （超電導工学研究所） 

 超伝導現象を利用した

エレクトロニクスデバイ

スには、超伝導量子干渉

素子(SQUID)や各種電磁

波検出素子などの超高感

度センサ、単一磁束量子

(Single Flux Quantum : 

SFQ)素子に代表されるディジタルデバイス、フィル

タのような高周波受動デバイス、ジョセフソン効果

を利用した電圧標準などが含まれる。 

 SQUID は、超高感度磁気センサとして脳磁検査装

置に実用化されているが、最近では高磁場を必要と

しない低周波 MRI への応用が注目されている。また、

冷却が容易な高温超伝導 SQUID を用いた LSI 欠陥

検査、免疫検査などの各種検査装置の開発が進めら

れ、食品中の金属異物検査装置が製品化されている。 

 超伝導トンネル接合を用いたミリ波、サブミリ波

センサは、量子限界に近い高感度性能をもち、電波

干渉計による宇宙観測には不可欠の存在である。一

方、1 K 以下の極低温で動作する超伝導転移端熱型

センサは、半導体 X 線センサに比べ約 2 桁高いエネ

ルギ分解能が得られるため、宇宙観測や分析装置へ

の応用開発が進められている。また、量子計算や量

子通信も超伝導デバイスの注目すべき応用分野であ

る。例えば SQUID は集積化が容易な固体量子ビッ

トの有力候補の一つであり、また超伝導極薄膜を利

用した単一光子検出素子の開発が進められている。 

 超伝導に特有の量子化された磁束を情報担体とす

る SFQ デバイスは、LSI レベルで 100 GHz 以上のク

ロック動作が可能な唯一のデバイスであり、ゲート

当たり 0.1 µW 以下という低消費電力性や超伝導配

線により、高密度集積による発熱や配線遅延などシ

リコン CMOS デバイスの課題を解決できるものと

して期待されている。 

 SFQ デバイスの高速性能はチップレベルで以前よ

り実証されていたが、最近、制御回路を含む 4 入力

4 出力スイッチと超伝導増幅回路を搭載したマルチ

チップモジュールを冷凍機で 5 K 以下に冷却した小

規模スイッチシステムが開発された。室温からチャ

ンネル当たり 10 Gbps の電気信号を入力し処理した

り、4 台の PC をシステムに接続し画像データを伝送

するデモが行われ、超伝導 SFQ スイッチを用いたル

ータ実現への見通しが示された。ただし、実用化に

は、SFQ 回路規模の拡大と共に、実装技術の改善が

課題となる。現状では、冷凍機の冷凍能力のほとん

どが電気ケーブルからの熱流入で消費されており、

これを解決するため、40 Gbps 程度の高速光信号を

光ファイバで低温空間の超電導回路に直接入出力で

お写真 



きるインターフェース技術の開発が精力的に進めら

れている。 

 本研究専門委員会では、このような技術動向をと

らえたタイムリーな研究会、講演会等の企画、他研

専との連携により、本分野やソサイエティの発展に

寄与したいと考えている。 

著者略歴： 
1979 年 東京大学大学院工学系研究科物理工学専攻修士

課程修了，同年日本電信電話公社（現日本電信電話（株））

入社，茨城電気通信研究所勤務．同社光エレクトロニクス

研究所等を経て，1995 年（財）国際超電導産業技術研究

センター超電導工学研究所勤務．現在，同研究所デバイス

研究開発部長，材料物性研究部長を兼務．この間，超伝導

材料，超伝導エレクトロニクスデバイスの研究に従事． 

 
「20 年目を迎えた有機エレクトロニクス

研究会」 
有機エレクトロニクス研究専門委員会 委員長  

工藤  一浩 （千葉大学） 

 有機エレクトロニクス研

究専門委員会が昭和 62年 4

月に発足して今年度で 20

年目を迎えました。ここで

は当研究会の変遷と最近の

研究活動を簡単に紹介しま

す。 

従来、エレクトロニクス分野における有機材料は

通信ケーブルや電力ケーブルの絶縁材料として如何

によい絶縁性を示すかにより評価されていました。

しかし最近では、絶縁材料のみではなく光電子機能

を持った有機材料として扱っています。その中には

導電性の高分子、有機超薄膜材料、ポリマー光導波

路材料など有機機能材料を主体としつつ、有機発光

ダイオード、有機トランジスタ、光導波路素子、バ

イオセンサなどの有機電子デバイスなどを活動の主

体としています。 

 有機材料を用いたデバイスは柔軟性（フレキシブ

ル性）、軽量、低コストプロセスといった特徴を持っ

ており、最近では発光素子やトランジスタといった

電子機能を持つ有機半導体デバイスが活発に研究さ

れています。このような有機半導体材料はユビキタ

ス（いつでも、どこでも利用できる）携帯機器やウ

エアラブル機器など有機エレクトロニクスを応用し

たフレキシブル電子機器として期待されるようにな

りました。フレキシブル有機エレクトロニクスの特

徴として、有機材料は力学的フレキシビリティと化

学合成等による材料多様性を有し、印刷技術を用い

ることにより、大面積デバイスを安価に製造できる

特徴を持っています。この特徴は Si デバイスのよう

に高い設備投資を必要とせず、週刊誌のように短期

間で仕様が変わるデバイスへの応用が期待されてい

ます。また、無機半導体デバイスでは難しいフィル

ム状多層構造素子の作製が簡単で、特にインクジェ

ット、印刷、自己組織化技術といった有機物に適し

た薄膜化技術と省エネルギー、低環境負荷といった

利点も有しています。一方、有機分子は無機材料に

は見られない機能を持っています。たとえば、有機

分子をうまく配列することにより、液晶の様な機能

を持たせることもできます。また、DNA や抗原・抗

体反応のように生体系の機能を有するバイオ素子や

バイオセンサといった分野がこれから期待されてい

ます。 

本研究専門委員会では、年に10-12回の研究会、な

らびにソサイエティ大会と総合大会におけるシンポ

ジウム・一般講演を実施しております。また、進展

の著しい本研究分野を世界に発信するとともに、グ

ローバルな研究活動に発展させるために、平成12年

より隔年で、International Symposium on Organic 

Electronics (ISOME) 国際シンポジウムを開催してお

ります。平成19年度には、委員長をはじめ、幹事、

委員が一新され新しい活動の展開を予定しています。

有機エレクトロニクス分野外の皆様からも多くのご

意見とご協力を期待しています。 

著者略歴： 
1982 年 東京工業大学理工学研究科博士後期課程電子物

理工学専攻修了（工学博士），同年松下電器産業(株)入社，

1987 年 千葉大学助教授，1998 年 千葉大学教授． 
所属学協会：電子情報通信学会，応用物理学会，電気学会，

高分子学会． 主な受賞：応用物理学会 M&BE 論文賞(2003)，
MRS Presentation Award (2003)他． 
 



 
「2008年総合大会に向けて」 

ソサイエティ大会運営委員長 

安井寛治（長岡技術科学大学電気系） 

2008 年総合大会は 3 月 18

日（火）から 21 日（金）の

4 日間にわたり、北九州学術

研究都市の三大学（九州工

業大学・北九州市立大学・

早稲田大学：北九州市）に

おいて開催されます。エレ

クトロニクスソサイエティでは、一般講演に加えて

研究専門委員会、時限専門委員会から頂いたご提案

に基づき、以下のパネル講演や，チュートリアル講

演、そして一般公募シンポジウムが企画されていま

す。まずマイクロ波・ミリ波フォトニクス関連では，

“ギガビットワイヤレス通信技術の今後を考える”

と題してパネルセッションが、電子部品・材料分野

では“サスティナブル社会のための先端デバイス・

材料とプロセス技術の現在と未来”と題してチュー

トリアルセッションとシンポジウムセッションが午

前・午後に分かれ開催されます。超伝導エレクトロ

ニクス分野では“SQUID 先端検査技術の実用化を目

指して”、電子デバイス分野ではテラヘルツ応用シス

テム分野と共催で“ミリ波・テラヘルツ波デバイス・

システムの進展”、そして集積回路分野では“次世代

携帯端末を支える技術”と題しそれぞれの分野の最

先端技術を紹介すると共に、学生会員やその分野の

初学者の方にも理解し易い講演の企画が準備されて

います。 

一般公募シンポジウムでは、光エレクトロニクス

分野とレーザ・量子エレクトロニクス分野でそれぞ

れ“安全・安心な社会を支える光センシング技術”、

“（地球）環境と光エレクトロニクス”と題して現代

社会にとって最重要課題となっている環境・安全を

キーワードに最新技術の研究成果が発表されます。

機構デバイス分野では“光インタコネクション技術

の最新動向”、電子ディスプレイ分野では“液晶技

術の新展開”と日本が誇る光・ディスプレイの先端

技術研究が披露されます。電磁界理論分野では“電

磁波を用いた可視化技術の現状と今後の展開”、マイ

クロ波分野では“ミリ波無線システムと回路・デバ

イスの開発動向”と題して、電子デバイス分野では

“ワイドギャップ半導体電子デバイスの現状と今後

の展開”と題して従来技術を圧倒する新しい回路や

デバイスに関する先端研究についての発表と討論が、

期待されます 

 一般講演発表登録締切日は 2008 年 1 月 9 日 17:00

必着となっておりますので、この機会に是非とも御

講演発表をご検討頂けましたら幸いです。原稿投稿

の際には下記をご参照ください。 

https://secure1.gakkai-web.net/gakkai/ieice/kaikoku/

index.html  

2008 年総合大会へのご講演・ご聴講等のご案内に

関するホームページのアドレスは以下の通りです。 

http://www.toyoag.co.jp/ieice/G_top/g_top.html 

最新のプログラムにつきましては順次ホームペー

ジにアップロードいたしますとともに、索引機能付

プログラムは 2 月 18 日公開予定です。CD-ROM は 3

月 5 日（水）～3 月 7 日（金）に講演者・予約聴講

者に事前発送しますので、ご講演の事前準備、ご聴

講の下調べ等に御活用下さいますようお願い申し上

げます。 

総合大会開催・運営担当関係の皆様には引き続き

開催準備の労に対して深謝申し上げますと共に、多

くの方が、3 月に開催される北九州学術研究都市の

総合大会でご講演頂き、ご聴講と併せてご参加賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

（企画講演やシンポジウム講演の課題等は 2007 年

11 月現在の情報を基にしており、開催時のプログラ

ムと若干異なる場合がありますことをご了承くださ

い） 

 
◆ エレソ News Letter は年 4 回発行します。次号は 2008

年 4 月発行予定です。     （企画広報担当: 鈴木） 


